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Abstract: Using a temporal occlusion paradigm, the present study examined the anticipation of baseball catchers 
in a situation where they were required to give directions to teammates on play. Collegiate baseball catchers and 
fielders (n = 10 in each group) watched a series of video images, recorded from the catcher’s viewpoint, showing 
a simulated sacrifice bunt to the pitcher with no outs and a runner at first base. Each video image was occluded at 
0 ms (T1), 370 ms (T2), 730 ms (T3), or 1100 ms (T4) after the moment of bat-ball impact. After viewing each 
occluded video image, the participants verbally answered whether the ball thrown by the pitcher would reach the 
second baseman before the runner touched second base (i.e., when the runner would be out), or whether the runner 
would touch second base before the ball thrown by the pitcher reached the second baseman (i.e., when the runner 
would be safe). The results indicated that the catchers showed higher anticipation accuracy and signal detection 
sensitivity than the fielders. Also, there was no difference in the effect of temporal occlusion between the catchers 
and the fielders. These results suggest that catchers have better anticipation ability resulting from higher signal 
detection sensitivity, compared with fielders from the early stage, by making use of the information available 
about the ball, the pitcher, and the runner. Furthermore, it was evident that anticipation accuracy was particularly 
increased for trials in which the runner would be considered out at second base, and that the judgment bias for 
selection of first base became smaller in the time period immediately after bat-ball impact (i.e., from T1 to T2). 
These findings suggest that the time period immediately after bat-ball impact includes information that can be used 
to reduce the tendency for avoiding the risk of a losing score resulting from erroneous judgment.
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Ⅰ　序　論

球技スポーツでは，外的環境の流動的な変化に

応じて，適切なプレーを選択することが要求され

る．このようなプレー選択の成否には，外的環境

に存在する情報をもとに，将来に起こりうる事象

の結果を予測できる能力が関わっている．各種球

技スポーツを対象とした予測に関する先行研究

では，主に，対象とする選手（例えば，テニス

のサーバー）の動作情報により予測を行う課題

が用いられている（e.g., Alder et al., 2014; Brenton 

et al., 2016; Farrow and Abernethy, 2003; Müller and 

Abernethy, 2006）．その一方で，集団で行う球技

スポーツでは，ボールや複数の選手に関する情報

を活用することが要求される．このような課題に

おける予測について検討した先行研究では，サッ

カー（張ほか，2008），バレーボール（Schorer et 

al., 2013），野球（三好ほか，2012）などの競技種

目が取り上げられている．本研究では，連続的に
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変化する複数の対象に関する情報を活用する課題

のなかでも，野球の捕手を対象とし，チームメイ

トに対して送球する塁の指示を行う場面における

予測について検討する．

野球の捕手におけるプレー指示について検討し

た先行研究では，研究対象者が判断を行う時点

を決定する課題が用いられてきた（菊政・國部，

2016，2018）．例えば，菊政・國部（2018）はノ

ーアウトランナー 1塁（無死 1塁）での投手に対

する送りバントの映像を呈示することによって，

野球の捕手におけるプレー指示場面での状況判断

について検討した．研究対象者はバットとボール

のインパクトから投手が捕球するまでにボタンを

押すことによって，1塁または 2塁への送球に関

する判断（投手への指示）を行った．その結果，

捕手は野手や非球技経験者に比べて，判断の正確

性が高く，インパクトから判断（ボタン押し）を

行うまでの時間に有意差はみられないことが示さ

れた．このことから，捕手は野手や非球技経験者

に比べて，優れた状況判断能力を有することを報

告した．この研究は，捕手が送球する塁に関する

指示として行う最終的なプレー選択（判断）の特

徴について検討したものである．しかし，この研

究では，捕手が判断を行うまでの時間経過に伴っ

て情報が得られることによって，プレーの最終的

な結果（アウトまたはセーフ）に関する予測がど

のように変化するのかは検討されていない．具体

的には，捕手が送球する塁の指示を行ううえで，

インパクト以前もしくは判断を行う直前など特定

の時間帯に出現する情報が重要であるのか，ある

いは，インパクト以前から判断を行う直前までの

時間帯に出現する一連の情報が重要であるのかは

明らかでない．

このような問題を解決するために，本研究では，

時間的遮蔽法（temporal occlusion paradigm）を用

いて，送球する塁の指示を行う場面の視覚情報を

インパクトの時点から複数の段階で遮蔽し，各遮

蔽段階におけるプレーの最終的な結果に関する予

測を評価する．時間的遮蔽法は，各種球技スポー

ツを対象とした予測に関する多くの先行研究で採

用されている実験手法である．例えば，テニスの

サーブ方向に関する予測について検討した研究か

ら，ラケットとボールのインパクト直前に遮蔽さ

れた場合に，熟練者は偶然正答する確率（チャン

スレベル）を上回る正確性をもった予測ができる

一方で，非熟練者の予測正確性はインパクト後の

ボールの軌道に関する情報が得られた後にチャン

スレベルを上回ることが報告されている（Farrow 

and Abernethy, 2003; Farrow et al., 2005; Jackson and 

Mogan, 2007）．これは，テニスの熟練者が非熟練

者に比べて，相手選手のサーブ動作から得られ

るより早い段階での情報を活用する能力に優れ

ていることを示唆するものである．同様に，ク

リケット（Mann et al., 2010; Müller and Abernethy, 

2006; Müller et al., 2006, 2015），バスケットボー

ル（Aglioti et al., 2008），バドミントン（Abernethy 

and Russell, 1987），ハンドボール（Loffing and 

Hagemann, 2014）など，各種球技スポーツを対象

とした研究から，熟練者は非熟練者に比べて，対

象とする選手の動作情報をもとに，より早い段階

で将来に起こりうる事象の結果（例えば，打球の

方向，シュートの成否）を正確に予測する能力に

優れていることが示唆されている．

また，複数の対象に関する情報が連続的に変化

する課題における予測について，時間的遮蔽法

を用いて検討した研究も散見される（三好ほか，

2012; Schorer et al., 2013; 張ほか，2008）．例えば，

三好ほか（2012）は野球の熟練内野手と非熟練者

を対象に，打球方向に関する予測について検討し

た．その結果，熟練内野手の予測正確性は打者の

踏み込みの時点で，非熟練者の予測正確性はイン

パクトの時点でそれぞれチャンスレベルを上回る

ことが示された．このことから，熟練内野手は非

熟練者に比べて，投手が投げる球種やボールの行

方，捕手の立ち位置や打者の体勢移動といった情

報を抽出し利用する能力に優れているため，より

早い段階で打球方向を予測できることを示唆し

た．また，Schorer et al.（2013）はバレーボール

の守備場面を課題とし，相手チームが行う攻撃に

関する予測について検討した．その結果，熟練者

は準熟練者や非熟練者に比べて，セッターやアタ

ッカーなどの動きに関する情報をもとに，より早
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い段階で正確な予測ができることを報告した．さ

らに，張ほか（2008）はサッカーの 1対 1と 3対

3場面を課題とし，相手選手が行うパス方向に関

する予測について検討した．その結果，特に 3対

3場面において，熟練者は非熟練者に比べて，相

手選手がボールを蹴り出す以前の情報に基づく予

測正確性が高いことを明らかにした．これらの研

究は，外的環境に含まれる様々な視覚情報をもと

に，早い段階で相手選手が行うプレーを予測する

課題を取り上げたものである．その一方で，本研

究で取り上げる送球する塁の指示を行う課題で

は，ボール，プレー遂行者，ランナーといった複

数の視覚情報をもとに，プレー遂行者の送球がラ

ンナーより早くベースに到達するかどうかに関す

る時間的および空間的な予測を行うことが要求さ

れる．そのため，送球する塁の指示を行う場面に

おける予測について検討することによって，集団

で行う球技スポーツで要求される複雑な環境での

プレー選択を行う際の情報処理過程に関する理解

を進める知見を得ることができる可能性が考えら

れる．

これまでの時間的遮蔽法を用いた研究では，主

に，選手が直面したプレー状況の違いを考慮せず

予測正確性が評価されてきた．しかしながら，こ

のような評価方法では，時間経過に伴って情報が

得られることによって，どのプレー状況における

予測正確性が高まるのかについて説明できない．

そこで，プレー遂行者の送球がランナーより早く

ベースに到達した（アウト）試行とランナーがプ

レー遂行者の送球より早くベースに到達した（セ

ーフ）試行とに分類し，それぞれの試行に対する

予測正確性について分析する必要があると考えら

れる．さらに，予測正確性は外界刺激の種類を弁

別する感度の高さや反応の選択に関するバイアス

による影響を受ける．そこで本研究では，刺激の

検出力に関する理論である信号検出理論（Signal 

Detection Theory; Green and Swets, 1966）を用い

る．信号検出理論は外界刺激をノイズと信号と

して捉え，外界刺激に対する反応を分類したう

えで，ノイズと信号を弁別する感度の高さを表

す信号検出力（d’）と一方の選択肢に対する反

応の偏りを表す反応バイアス（βあるいは c）を

区別して算出できる．そのため，近年では，ス

ポーツにおける知覚・認知や予測・判断に関す

る研究で用いられてきている（Bruce et al., 2012; 

Cañal-Bruland and Schmidt, 2009; Cañal-Bruland et 

al., 2015; Catteeuw et al., 2009; Gray, 2010; Hancock 

and Ste-Marie, 2013; 菊政・國部，2018; Zhao et al., 

2018）．これらのことから，信号検出理論をもと

にした分析を行うことによって，時間経過に伴っ

て情報が得られることによる予測の変化について

より詳細に検討できると考えられる． 

以上を踏まえ，本研究では，野球の捕手におけ

るプレー指示場面での予測について，時間的遮蔽

法を用いて検討することを目的とした．具体的に

は，野球の捕手にみられる予測の特徴について検

討するために，捕手としての競技経験がない野手

（内野手および外野手）を比較対象とし，送球す

る塁の指示を行う場面の視覚情報を複数の段階で

遮蔽した映像を呈示した．そして，信号検出理論

をもとに，プレー遂行者が送球する塁におけるア

ウトの試行とセーフの試行とに分類し，それぞれ

の試行に対する予測正確性を分析することに加え

て，信号検出力および反応バイアスについて検討

した． 

Ⅱ　方　法

1. 	 研究対象者
研究対象者（以下「対象者」と略す）は首都大

学野球連盟のⅠ部リーグに加盟する大学硬式野球

部に所属する捕手 10名（以下「捕手群」と略す：

年齢 20.3± 1.6歳，競技経験年数 11.5±2.4年，捕

手経験年数 7.8± 3.2年），同硬式野球部に所属す

る捕手としての競技経験がない内野手および外野

手 10名（以下「野手群」と略す：年齢 19.9±1.7歳，

競技経験年数 11.3± 2.8年）であった．対象者に

は事前に文書および口頭で実験の目的，内容，手

順，個人情報の保護，研究参加の拒否の自由等に

ついて説明し，全ての対象者から承諾を得た．な

お，本研究は所属機関に設置された研究倫理委員

会の承認を得た上で実施された． 
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2.	 実験課題
ノーアウトランナー 1塁（無死 1塁）での投手

に対する送りバントの場面を課題とした．この場

面において，捕手にはバント処理者である投手に

対して，送球する塁（1塁または 2塁）の指示を

行うことが要求される．以下に本課題を用いた 3

点の理由を示す（菊政・國部，2018）．1）投手は

ランナーの動きを直接確認することが困難であ

り，捕手による指示に従って捕球後速やかに 1塁

または 2塁に送球を行う，2）捕手はボール，投手，

ランナーといった複数の対象に関する情報をもと

に，ボールとバットのインパクトから投手が捕球

するまでの短い時間で送球する塁の指示を行うこ

とが要求される，3）捕手に要求されるプレー指

示のなかで最も出現頻度が高いプレーの 1つであ

ると考えられるためである． 

3.	 テスト映像作成
時間的遮蔽法を用いた先行研究（e.g., Farrow et 

al., 2005; Tenenbaum et al., 2000）に準じて，一人

称視点の映像課題を用いた．本研究で用いた映像

は，先行研究（菊政・國部，2018）で撮影された

映像をもとにして作成された．映像内のモデルは

対象者と同じ大学硬式野球部に所属する 7名であ

り，右打者 1名，投手 1名，遊撃手 1名，1塁手

1名，1塁ランナー 3名が含まれた．6名（右打者，

投手，映像には映らない捕手，遊撃手，1塁手，

1塁ランナー，各 1名）がそれぞれ所定の位置に

つき，捕手の目線と一致するようにホームベース

の 3 m後方で 1.5 mの高さにビデオカメラ（HDR-

PJ40, SONY社製）を固定した．全ての映像にお

いて，打者はストライクの投球（ストレート）を

投手の正面から 1塁ベース寄りにバントした．投

手はバントされたボールを捕球した後速やかに 2

塁に送球した．ランナーはインパクトの瞬間から

2塁に向かって全力で走り，2塁ベースにスライ

ディングした．課題場面を撮影した後，投手のフ

ィールディング（打者への投球動作開始から遊撃

手が捕球するまで），1塁ランナー 3名の塁間走

（スタートから 2塁ベースにスライディングする

まで）を 1映像ずつ撮影した．

撮影した 48映像の中から，ボールが映像から

消えているものを除外した．そのうえで，投手の

送球がランナーより 0.2秒から 0.3秒早く 2塁に

到達した（アウト）6映像，ランナーが投手の送

球より 0.1秒から 0.8秒早く 2塁に到達した（セ

ーフ）6映像を選定した．選定した 12映像にお

けるインパクトから投手が捕球するまでの時間は

1.6秒から 2.1秒，投手の捕球からリリースまで

の時間は 0.6秒から 0.7秒，投手のリリースから

遊撃手が捕球するまでの時間は 0.9秒から 1.4秒

であった．これらの映像を呈示開始から 2秒後に

再生されるように編集したうえで，動画編集用ソ

フト（30Hz，Windows Movie Maker）を用いて 1

映像につき 4段階で遮蔽を行い，計 48種類のテ

スト映像を作成した．本研究における遮蔽段階

は，捕手が判断を行う時点より後に出現する情報

の活用を避けるために，先行研究（菊政・國部，

2018）で報告された捕手におけるインパクトから

判断（ボタン押し）までの時間（1200 ms）を参

考に決定した．具体的には，インパクトの瞬間を

時刻 0として，T 1：0 ms，T 2：370 ms（11フレ

ーム），T 3：730 ms（22フレーム），T 4：1100 ms（33

フレーム）の 4条件を設定した（図 1）．なお，

インパクトの瞬間がフレームとフレームの間とな

っていた場合には，インパクト後の情報が出現す

る 1フレーム前を T 1とした．以下に，各映像に

含まれるプレーの局面，括弧内にインパクトから

図 1　各遮蔽時点

注）○はボールの位置を示す．実際に使用したテスト映像では○は呈示されなかった．
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投手が捕球するまでの時間に対するインパクト後

の映像が呈示される時間の割合を示す．

T 1: バットとボールがインパクトする局面

（0%）

T 2: ボールと投手の距離が接近し始める局面

（18%―23%）

T 3: ボールと投手の距離が接近していく局面

（35%―46%）

T 4: 投手が捕球体勢に入る直前の局面

（53%―69%）

4.	 手続き
実験と課題に関する説明を行った後，対象者は

1.3 m× 2.7 mのスクリーンから 2.4 m離れた位置

に座った．水平視野角は 60°であり，実際の競技

場面に近い大きさの映像であった．本研究では，

外的環境に存在する情報をもとにした予測につい

て検討することを意図したため，予測に関わる要

因の 1つである投手およびランナーの動きに関す

る事前知識を対象者全員が有する状態にする必要

があると考えられた．そこで，まず本研究におけ

る投手のフィールディングおよび 1塁ランナー 3

名の塁間走の映像を 2回ずつ呈示した．その後，

課題に慣れるために，本試行に含まれない映像を

用いて練習試行を 4試行行った．なお，練習試行

では各遮蔽条件の映像を 1回ずつ呈示した．練習

試行終了後，本試行として，48種類のテスト映

像の呈示順をランダム化したブロックを 2回繰り

返し，計 96試行行った．対象者には，映像遮蔽

後速やかに，投手の送球がランナーより早く 2塁

に到達する（アウト）と予測した場合には 2塁，

ランナーが投手の送球より早く 2塁に到達する

（セーフ）と予測した場合には 1塁と口頭で回答

するように求めた．結果として，全ての回答は映

像が遮蔽されてから約 3秒以内に行われた．なお，

結果のフィードバックは与えなかった．対象者は

48試行ごとに自由に休憩をとり，全 96試行に要

した時間は対象者 1人あたり約 30分であった．

5.	 測定項目
5.1	 予測正確性（Hit 率および CR 率）
信号検出理論をもとに回答の分類を行った．具

体的には，投手の送球がランナーより早く 2塁に

到達した（アウト）試行で 2塁と回答した場合

を Hit，1塁と回答した場合をMiss，ランナーが

投手の送球より早く 2塁に到達した（セーフ）試

行で 1塁と回答した場合を Correct Rejection（以

下「CR」と略す），2塁と回答した場合を False 

Alarm（以下「FA」と略す）に分類した．本研

究では，Hitおよび CRをそれぞれ正しい回答，

Missおよび FAをそれぞれ誤った回答と定義し

た．2塁がアウトの試行とセーフの試行における

予測正確性をそれぞれ分析するために，遮蔽条件

ごとに，Hitの試行数を 2塁がアウトの試行数（Hit

の試行数＋Missの試行数）で除した値を Hit率

（%），CRの試行数を 2塁がセーフの試行数（CR

の試行数＋ FAの試行数）で除した値を CR率（%）

として算出した．

5.2	 信号検出力（d’）および反応バイアス（c）
以下の算出式（Macmillan and Creelman, 2004）

をもとに，遮蔽条件ごとに，信号検出力（d’）お

よび反応バイアス（c）の値を算出した．先行研

究では，反応バイアスを表す指標として，cと β

が用いられているが，βは d’の値によって取り得

る値が大きく変わる．本研究では，遮蔽条件によ

って d’の値が大きく変わることが予想されるた

め，時間経過に伴う反応バイアスの変化をより適

切に評価するために cを用いることとした．Hit

率，FA率（FAの試行数／（CRの試行数＋ FA

の試行数））が 0%または 100%の場合には zス

コアが無限大となるため，先行研究（Cañal-Bruland 

et al., 2015）に準じて補正を行った．具体的には，

（Hitの試行数＋ 0.5）／（Hitの試行数＋Missの

試行数＋ 1），（FAの試行数＋ 0.5）／（CRの試

行数＋ FAの試行数＋ 1）の各確率を zスコア化

した値をそれぞれ z (H )，z (FA ) とした．

d’ = z (H )－ z (FA )
c = － 0.5 (z (H )＋ z (FA ))
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本研究における信号検出力（d’）とは，2塁が

アウトの試行とセーフの試行を弁別する感度の高

さを表し，反応バイアス（c）の値が正の場合に

はより多く 1塁と回答，負の値の場合にはより多

く 2塁と回答するバイアスを有することを表す．

6.	 分析方法
予測正確性について，群（捕手群，野手群）を

被験者間因子，映像条件（Hit率，CR率），遮蔽

条件（T 1，T 2，T 3，T 4）を被験者内因子とした

三元配置分散分析を行った．また，信号検出力（d’）

および反応バイアス（c）について，群×遮蔽条

件の二元配置分散分析を行った．全ての分散分析

において，効果量として偏イータ 2乗（ η p
2）の値

を算出した．主効果が有意であった際の多重比較

および交互作用が有意であった際の単純主効果の

検定には Bonferroni法を用いた．なお，全ての分

析における統計的有意水準は 5%とした．

Ⅲ　結　果

1.	 予測正確性（Hit 率および CR 率）
予測正確性に関する結果を図 2に示した．三元

配置分散分析を行った結果，群に有意な主効果

がみられ（F (1,18)＝ 9.64, p < .01, ηp
2＝ .35），捕

手群が野手群よりも高かった．映像条件×遮蔽

条件に有意な交互作用がみられたため（F (3,54) 

＝ 9.85, p < .001, ηp
2＝ .35），各映像条件で遮蔽

条件の単純主効果を検定した．その結果，Hit率

については遮蔽条件に有意な主効果がみられ（F 

(3,54)＝ 27.92, p < .001, ηp
2＝ .61），多重比較の

結果，T 4，T 3，T 2が T 1よりも高かった（ps 

< .001）．その一方で，CR率については遮蔽条件

の主効果はみられなかった（F (3,54)＝ 1.68, n.s., 

ηp
2＝ .09）．群×映像条件の交互作用（F (1,18)

＝ .15, n.s., ηp
2＝ .01），群×遮蔽条件の交互作用

（F (3,54)＝ .81, n.s., ηp
2 ＝ .04），群×映像条件×

遮蔽条件の交互作用（F (3,54)＝ 1.25, n.s., ηp
2＝

.06）はみられなかった．

2.	 信号検出力（d’）および反応バイアス（c）
信号検出力（d’）について二元配置分散分析

を行った結果，群に有意な主効果がみられ（F 

(1,18)＝ 6.66, p < .05, ηp
2＝ .27），捕手群が野手群

よりも高かった．遮蔽条件に有意な主効果がみ

られ（F (3,54)＝ 27.56, p < .001, ηp
2＝ .61），多重

比較の結果，T 4が T 2（p < .05），T 1（p < .001）

よりも高く，T 3，T 2が T 1よりも高かった（ps 

< .001）．群×遮蔽条件の交互作用はみられなか

った（F (3,54)＝ .83, n.s., ηp
2 ＝ .04）（図 3）．反

応バイアス（c）について二元配置分散分析を行

った結果，遮蔽条件に有意な主効果がみられ（F 

(3,54)＝ 7.02, p < .001, ηp
2＝ .28），多重比較の結果，

T 1が T 2（p < .05），T 3，T 4よりも大きかった

（ps < .01）．群の主効果（F (1,18)＝ .24, n.s., ηp
2＝

.01），群×遮蔽条件の交互作用（F (3,54)＝ .99, 

n.s., ηp
2＝ .05）はみられなかった（図 4）．

図 2　予測正確性
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Ⅳ　考　察

1.	 予測正確性，信号検出力（d’）
捕手群の予測正確性は野手群に比べて高いこと

が示された（図 2）．時間的遮蔽法を用いた多く

の研究から，各種球技スポーツの熟練者は非熟練

者に比べて，対象とする選手の動作情報を活用す

る能力に優れているため，より早い段階で将来に

起こりうる事象の結果を正確に予測できることが

報告されてきた（e.g., Farrow and Abernethy, 2003; 

Farrow et al., 2005; Mann et al., 2010）．また，ボー

ルや複数の選手に関する情報が連続的に変化する

課題を取り上げたいくつかの研究から，熟練者は

非熟練者に比べて，素早く正確な予測ができるこ

とが主張されている（三好ほか，2012; Schorer et 

al., 2013; 張ほか，2008）．本研究の結果は，これ

らの先行研究と類似し，捕手は野手に比べてボー

ル，プレー遂行者（投手），ランナーといった連

続的に変化する複数の対象に関する情報をもと

に，プレー遂行者が送球する塁におけるアウトま

たはセーフを予測する能力に優れていることが明

らかになった．予測正確性は信号検出力（d’）や

反応バイアス（c）による影響を受ける指標であ

る．そこで本研究では，反応バイアスによる影響

を除いた純粋な感度について検討するために，外

界刺激の種類（アウトの試行とセーフの試行）を

弁別する感度の高さを反映している変数である信

号検出力（d’）について分析した．その結果，捕

手群の信号検出力（d’）は野手群に比べて高いこ

とが示された（図 3）．いくつかの研究から，熟

練者は非熟練者に比べて，高い信号検出力を有

することが報告されてきた（Cañal-Bruland and 

Schmidt, 2009; Gray, 2010; 菊政・國部，2018）．例

えば，対象者が判断を行う時点を決定する課題を

用いて，捕手におけるプレー指示場面での状況判

断について検討した研究から，捕手は野手や非球

技経験者に比べて，プレー遂行者が送球する塁に

おけるアウトの試行とセーフの試行を弁別する信

号検出力が高いことが明らかにされている（菊

政・國部，2018）．このような先行研究に加えて，

本研究の結果から，インパクトの時点から複数の

段階で視覚情報が遮蔽された場合においても，捕

手は野手に比べて，2塁がアウトの試行とセーフ

の試行を弁別する信号検出力が高いことが示され

た．以上の結果から，捕手は野手に比べて，高い

信号検出力に基づいて優れた予測ができることが

明らかになった．

また，本研究では，時間経過に伴って情報が得

られることによって，どのプレー状況における予

測正確性が高まるのかを検討するために，信号検

出理論をもとに，2塁がアウトの試行とセーフの

試行とに分類し，それぞれの試行に対する予測正

確性について分析した．その結果，映像条件と遮

蔽条件の交互作用がみられ，Hit率（2塁がアウ

トの試行で 2塁と回答した試行の割合）につい

ては T 4，T 3，T 2が T 1よりも高かった一方で，

CR率（2塁がセーフの試行で 1塁と回答した試

行の割合）についてはいずれの遮蔽条件間でも

図 3　信号検出力（d'）

図 4　反応バイアス（c）

***p < .001, *p < .05

**p < .01, *p < .05



692 菊政・國部

有意差がみられなかった（図 2）．このことから，

インパクト直後（T 1から T 2）の時間帯には，2

塁がアウトの試行においてより多く 2塁を選択す

ることに貢献する情報が含まれることが明らかに

なった．

前述のように，捕手群の予測正確性および信号

検出力は野手群よりも高かった．また，予測正確

性，信号検出力ともに，群と遮蔽条件の交互作用

はみられなかった．これは，捕手と野手において

時間的遮蔽の効果の現れ方に差異がみられなかっ

たことを意味している．これらの結果から，捕手

は野手に比べて，早い段階から最終的な判断を行

う直前までの予測正確性，信号検出力が高いこと

が示された．これは，捕手が最終的に優れた判断

を行ううえで，インパクト以前もしくは判断を行

う直前など特定の時間帯に出現する情報が重要で

あるわけではなく，インパクト以前から判断を行

う直前までの時間帯に出現する一連の情報が重要

であることを示唆する．本研究の結果は，捕手が

有するプレー指示の方略に関する理解を進めるも

のである．捕手におけるプレー指示について検討

した研究から，捕手は野手や非球技経験者に比べ

て，判断の正確性が高く，インパクトから判断を

行うまでの時間に有意差はみられないことが報告

されている（菊政・國部，2018）．このような報

告を踏まえると，捕手は早い段階から優れた予測

ができるものの，必ずしも素早い判断を行ってい

るわけではなく，指示を行う必要がある時点まで

の視覚情報を獲得してから判断を行うという方略

を有することが示唆される．

2.	 反応バイアス（c）
時間経過に伴って情報が得られることによる予

測の変化についてより詳細に検討するために，反

応バイアス（c）について分析した．その結果，

群の主効果，群と遮蔽条件の交互作用はみられ

なかったが，遮蔽条件に有意な主効果がみられ，

T 1での値が T 2，T 3，T 4よりも大きいことが

示された（図 4）．つまり，T 1での回答には T 2，

T 3，T 4に比べて，より多く 1塁を選択する反応

バイアスが含まれていた．このことから，インパ

クト直後（T 1から T 2）の時間帯において，よ

り多く 1塁を選択する反応バイアスが小さくなる

ことが明らかになった．

菊政・國部（2018）は捕手が有するプレー指示

の方略について検討するために，信号検出力と関

連した変数であり，対象者の判断基準を表す指標

の 1つであるβについて分析した．その結果，

野球選手（捕手および野手）は非球技経験者に比

べて，より多く 1塁への送球を指示する判断基準

を有することが示された．このような判断におけ

るバイアスがみられた理由として，野球選手は送

球する塁の判断を誤ることによって失点の可能性

が高い状況が生じるリスクを経験してきたためで

あると主張している．菊政・國部（2018）が指摘

しているように，本研究で用いた課題において，

1塁への送球を指示することは 2塁への送球を指

示することに比べて，誤った判断によって失点の

可能性が高い状況が生じるリスクが小さい．具体

的には，2塁がアウトの場面で 1塁への送球を指

示（Miss）した際には，1死 2塁という状況から

送りバント後のプレー開始される．その一方で，

2塁がセーフの場面で 2塁への送球を指示（FA）

した際には，失点の可能性が高い無死 1，2塁と

いう状況から送りバント後のプレーが開始され

る．このことを踏まえると，より多く 1塁を選択

する反応バイアスは，誤った判断によって失点の

可能性が高い状況が生じるリスクを回避するため

のものであると考えられる．したがって，T 1か

ら T 2の時間帯において，より多く 1塁を選択す

る反応バイアスが小さくなるという本研究の結果

は，インパクト直後の時間帯には，誤った判断に

よるその後のリスクを回避するための反応バイア

スを小さくする情報が含まれることを示唆するも

のである．

このような反応バイアスの変化に関与している

のは，インパクト直後に出現するボールの方向や

速さに関する情報である可能性が推察される．そ

れは，プレー指示場面での視覚探索方略について

検討した研究から，捕手はインパクト時には，ボ

ールに視線や注意を向けていることが報告され

ているためである（菊政・國部，2018）．ただし，
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必ずしも視線や注意を向けている対象に関する情

報のみを活用しているとは限らず，インパクト直

後の時間帯における反応バイアスの変化には，プ

レー遂行者である投手やランナーの位置および速

度に関する情報も関与している可能性が考えられ

る．そのため，反応バイアスの変化に影響を与え

ている情報については，今後さらに検討していく

必要がある．

Ⅴ　まとめ

本研究では，野球の捕手におけるプレー指示場

面での予測について，時間的遮蔽法を用いて検討

した．その結果，捕手の予測正確性および信号検

出力は野手よりも高いことが示された．また，予

測正確性，信号検出力ともに，捕手と野手におい

て時間的遮蔽の効果に差異がみられなかった．こ

れらの結果から，捕手は野手に比べて，ボール，

投手，ランナーに関する情報をもとに，早い段階

から最終的な判断を行う直前まで，高い信号検出

力に基づいて優れた予測ができることが示唆され

た．さらに，本研究で取り上げた課題では，イン

パクト直後の情報が得られることによって，2塁

がアウトの試行に対する予測正確性が高まるとと

もに，より多く 1塁を選択する反応バイアスが小

さくなることが示された．これらのことから，イ

ンパクト直後の時間帯には，誤った判断によるそ

の後のリスクを回避するための反応バイアスを小

さくする情報が含まれることが示唆された．本研

究での検討を通して得られた知見は，予測という

観点から捕手が有するプレー指示の方略に関する

理解を進めるとともに，集団で行う球技スポーツ

で要求される複雑な環境での予測に関する情報処

理過程の解明に貢献すると考えられる．
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